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３月定例会

令和５年３月定例会を２月27日から３月24日までの26日間の

会期で開催しました。

本定例会では市長から提案された議案40件を審議しました。議案

は、いずれも原案のとおり可決・同意したほか、議会から提案した議

案２件を可決しました。（採決の結果は５～６ページに記載）

上程された議案は、３つの常任員会に付託され審査しました。その

内容は次のとおりです。

令和５年度当初予算・令和４年度補正予算令和５年度当初予算・令和４年度補正予算
〜新たな未来に向けて、夢や希望を紡ぐ予算〜〜新たな未来に向けて、夢や希望を紡ぐ予算〜

●予算審査のあらまし
予算決算委員会は、当初予算及び補正予算

の審査を３月15日から22日までのうち５日間
行いました。

付託された議案は令和５年度当初予算11件
（一般会計１件・特別会計７件・公営企業会計
３件）、補正予算８件（一般会計１件・特別会計
４件・公営企業会計３件）と令和５年度補正予
算１件（一般会計１件）の計20件です。

なお、３月14日に総括質疑を行い、14人の

委員から28件にわたる質疑がありました｡

●令和５年度当初予算の内容
一般会計の予算規模は、186億1,769万円

で前年度対比2.9％増の過去最大規模となって
います。さらに、特別会計７件（総額93億8,687
万円、2.7％増）と公営企業会計３件（総額128
億9,359万円、2.3％増）を合わせた全11件の
規模は408億9,815万円となり、前年度対比
2.7％増の予算が編成されています。

予算決算委員会
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■ 市立診療所等特別会計

○更なる地域医療の充実を図られたい。

■ 国民健康保険特別会計

○保険料据え置きの努力を引き続き行うこと。

■ 介護保険特別会計

○高齢者も現役世代も安心できる介護保険制度のた
め、また介護職員不足解消のため国庫負担の増額
を強く求めること。

■ 後期高齢者医療特別会計

○窓口負担の２倍化による受診抑制など、高齢者の実
態をよくつかみ、負担増に反対すること。

■ 上水道事業会計

○広域化の協議内容は、十分な情報開示を行うこと。

■ 下水道事業会計

○今後も一般会計からの巨額の繰入れが見込まれる
ことから、雨水対策も含め、市民に対して情報公開
を進め、開かれた議論を行うこと。

■ 病院事業会計

○分娩再開のため、助産師確保の早急な対策を講
じること。

主な意見
審査では、執行部からの説明に対し、委員が質疑を行い、その後、意見調整と採決を行いました。
各委員の主な意見は以下のとおりです ｡

■ 一般会計

〇西部地域振興センター整備事業費を高く評価する。
西部地域住民の安全・安心の確保及び利便性の向
上に期待すると共に、集落支援員を配置し、地域振
興のきめ細やかな対応を行われたい。

〇地域子育て支援拠点施設整備事業費を高く評価す
る。雨天でも遊べる子どもの遊び場及び子育て世代
の交流の場の提供と交流の促進に期待する。

〇こども発達支援拠点施設整備事業費を高く評価す
る。障害のある人もない人も共に暮らす共生社会の
実現に向けた障害児等の地域社会参加及びインク
ルージョンの推進に期待する。

〇保育園等での使用済み紙おむつの処理費用に対す
る支援を高く評価する。保護者・保育所等の職員の
負担軽減を期待する。

〇インフルエンザ予防接種補助事業費は、子育て世
帯への経済的負担が軽減されることを高く評価す
る。

〇労働者の実態調査を行うと共に、賃上げの手立てを
取るよう国･府へ求めること。

〇肥料高騰への支援をはじめ、本年度は認定農業者が行
う取組に対して、一般財源を活用した支援を評価する。

〇あやべ水源の里トレイルラン開催事業費を評価す
る。全国各地からの参加で、上林地域のにぎわいづ

くりとスポーツ観光の推進に期待する。
〇製造業を支援するものづくり企業振興補助金の拡充

を高く評価する。特に新規事業である設備導入支援
事業によって、生産性向上設備の導入が促進される
ことを期待する。

〇新都市公園整備事業費を高く評価する。誰もが気軽
に訪れることができ、幅広い世代が多目的に活用で
きる施設の整備による住環境の向上に期待する。

〇下水道接続補助金について、対象となる未接続世帯に
周知を徹底すると共に、今後の下水道料金の減免制
度の必要性についてしっかりとした検討を行うこと。

○西部地域消防防災拠点施設整備事業費を高く評価
する。西部地域における災害対応及び防災力の向上
に期待する。

○不登校等対応事業費は、新たに配置される支援員と
スクールソーシャルワーカーが子どもたちと保護者
に寄り添い、生徒が卒業後も安心した生活が送れる
よう取り組むこと。

○学校給食補助事業費において、経済的負担が増加
しており、子育て支援のための補助を評価する。給
食は教育の一環であり無償とすること。

○市民プール改修事業費は、過疎対策事業債で巨額
の予算を組まれ、大改修されることを大いに評価す
る。

■ 農林業者労働災害共済特別会計

○農林業者の生活の安全と福祉の増進を図られたい。

■ 住宅・工業団地事業特別会計

○住宅分譲地の早期完売を図られたい。



●綾部市農業集落等集会施設の設置及び管
理に関する条例の一部改正

中上林村おこし研修館を地域で活用いただ
くため、条例を改正し、用途廃止しようとす
るものです。

質疑の中で、「篠田集会所ほか他の施設も国
庫・府補助で造られた施設だが、地元が移管
してほしいと要望された場合は改修して無償
で払下げしてもらえるのか」との質問に対し、

「他の施設については、公共施設マネジメン
トの方針を基本とし、施設ごとに判断するも
ので、すべてを改修して譲渡を約束するもの
ではない」との答弁がありました。また、「実
際には公会堂として使っている状況で、老朽
化しているものを地元が要望すれば直してい
ただけるのか、その基準はどうなっているの
か」との質問に対し、「中上林村おこし研修館
については、上林山荘を運営していた株式会

社緑土から売上減少により指定管理を外して
ほしいと申し出があったときに、市として運
営していくのは難しいため、廃止すべく中上
林地区自治会連合会と協議してきた経過があ
る。上林山荘の廃止は理解されたが、地元自
治会から何とか存続してほしいとの要望を受
け、最低限の改修をして譲渡することとなっ
たもの。他の施設については、自治会連合会
ではなく営農組織が管理されているところで
あり、初期の目的を達成したことから個別に
協議して進めていきたいと考えており、必ず
改修して譲渡するものではない」との答弁が
ありました。　

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

その他、７議案について審査を行い、採決
の結果、全員賛成で可決となりました。

4

中上林村おこし研修館を地域移管へ産業厚生環境委員会

●社会環境の変化などに柔軟に対応
消防団員が長期出張や介護、育児などのや

むを得ない事情により、一定期間消防団活動
が困難となる場合、一時的な理由により退団
することなく、消防団員としての身分を有し
たまま、活動を休止できる制度を設け、復職
しやすいよう活動環境を整えるため、条例の
改正を行おうとするものです。

質疑の中で、「年度途中に転勤などで休団
するようなことになった場合、それまでの団
歴は加算されないのか」との質問に対し、「退
職報償や表彰の規定もあるので、規定に合わ
せる形となる。休団中の団歴は加算されない
が、休団までの期間は加算となる」との答弁
がありました。

特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

●新規１路線を認定
井倉横縄手線、延長約86メートルで、開

発により建設された道路を認定するもので
す。

その他、６議案について審査を行い、採決
の結果、全員賛成で可決となりました。

消防団員の活動環境を整備総務教育建設委員会

市道認定の現地調査（井倉横縄手線）

●令和４年度補正予算の内容
一般会計１件と特別会計４件、公営企業会計３

件の合計８会計で補正を行い、総額１億6,045万
円の増額となりました。

一般会計では、新図書館整備事業費、地域
交流センター整備事業費、地域子育て支援拠
点 施 設 整 備 事 業費を 合わ せて、２億 6,880
万円の増額、府営ため池等整備事業費として
1,500万円が増額、小学校大規模改修事業費
として１億1,945万円が増額、また、指定管理
者制度運営費として4,505万円が増額されまし

た。他に事業費の確定見込みによる補正です。 

●審査の結果
採決の結果、令和５年度一般会計及び下水道事

業会計の２議案は賛成多数となり、これらを除く
18議案は全員賛成で可決となりました。

なお、本会議での採決に際しては、賛成多数と
なった議案に対し、塚﨑泰史議員から反対、藤岡
康治議員から賛成の立場で討論がありました。
（７ぺージに要旨を掲載）
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令和５年６月定例会の日程予定
６月定例会は､６月19日から７月７日までの19日間の会期で予定しています。

６月19日（月） 　本会議（議案上程）
26日（月） 　請願受理締切り（正午）
27日（火）~29日（木） 　一般質問
30日（金） 　総務教育建設委員会

７月３日（月） 　産業厚生環境委員会
４日（火） 　予算決算委員会（総括質疑）
５日（水） 　予算決算委員会（予算審査）
７日（金） 　本会議（採決）
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議会情報公開条例に基づく公文書の開示実施状況

　令和４年４月１日から令和５年３月31日までの公文書開示請求は２件でした。議会に関す
る情報開示については、議会事務局（電話42－1259）へお問い合わせください。

１月臨時会を開催しました

　令和５年１月18日、19日の２日間の会期で、臨時会を開きました。
提案された議案は「令和４年度綾部市一般会計補正予算（第８号）」で、出産・子育て応援
事業費及び民間保育施設、物部保育園の送迎バスや小学校スクールバスに係る安全対策事業
に要する経費で、補正額は4,644万円です。
　予算決算委員会に付託し審査を行い、本会議において全員賛成で可決となりました。

論討
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２
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０
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エ
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ザ
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費
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一
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ど
、
配
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も
あ
っ
た
。

こ
の
予
算
を
支
持
し
通
す
こ
と
は
、
市
民
の
生

命
・
財
産
・
暮
ら
し
を
守
り
、
子
ど
も
達
の
未
来
を

守
る
こ
と
で
あ
り
、
可
決
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
求

め
る
。

賛成 民政会
藤　岡　康　治

命
、
暮
ら
し
の
砦
と
し
て
役
割
発
揮
を

国
の
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
支
援
が
縮
小
さ
れ
る
な

か
、
再
び
感
染
拡
大
す
れ
ば
、
市
民
の
命
を
危
険
に

さ
ら
す
。
ま
た
、
物
価
高
騰
の
影
響
か
ら
暮
ら
し
と

生
業
を
守
る
こ
と
も
、
更
に
急
が
れ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
と
物
価
高
に
苦
し
む
市
民
の
願

い
と
実
態
に
十
分
応
え
た
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。

今
こ
そ
命
と
暮
ら
し
・
生
業
を
守
る
最
後
の
砦
と

し
て
の
地
方
自
治
体
の
役
割
発
揮
を
強
く
求
め
る
。

国
の
原
発
回
帰
、
５
年
間
で
43
兆
円
の
防
衛
増

税
は
、
市
民
生
活
を
根
底
か
ら
脅
か
し
、
か
つ
、
地

方
自
治
の
発
展
も
な
い
。
反
対
の
意
思
を
表
明
す

べ
き
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
・
物
価
高
騰
で
市
民
生
活
が

大
変
な
中
、
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
す
べ
き
で
な

い
。
平
成
30
年
に
提
出
し
た
「
下
水
道
施
設
の
改
築

に
係
る
国
庫
補
助
の
継
続
に
関
す
る
意
見
書
」
に
基

づ
き
、
市
と
し
て
強
く
国
庫
補
助
を
要
請
す
べ
き
。

反対 日本共産党
塚　﨑　泰　史

議
第
議
第
1717
号
　
号
　
令
和
５
年
度
綾
部
市
一
般
会
計
予
算

議
第
議
第
2626
号
　
号
　
令
和
５
年
度
綾
部
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算
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Ｑ　

西
部
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
西
部
地
域
消
防
防
災
拠
点
施
設
に

つ
い
て
は
、
私
が
平
成
30
年
９
月
に
綾
部
市
議
会
議
員
に
な
っ
て
か

ら
、
議
員
活
動
の
重
要
目
標
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
一
般
質

問
、
総
括
質
疑
等
で
要
望
し
て
き
た
。
特
に
西
部
地
域
消
防
防
災
拠
点

施
設
（
西
部
分
遣
所
）
に
つ
い
て
は
、
西
部
地
域
開
発
協
議
会
の
50
年

来
の
要
望
で
も
あ
っ
た
。
今
回
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
実
施
設
計

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設
の
概
要
は
。

Ａ　

西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

と
同
様
に
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
の
証
明
等
の
交
付
を
は
じ

め
、
公
共
料
金
の
収
納
、
あ
や
バ
ス
乗
車
券
の
販
売
な
ど
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
消
防
防
災
拠
点
施
設
に
つ
い
て
は
、
消

防
分
遣
所
と
し
て
、
消
防
や
救
急
業
務
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
車
両
の

配
備
や
消
防
職
員
の
待
機
室
を
は
じ
め
、
災
害
時
の
待
機
場
所
と
し
て

使
用
で
き
る
交
流
室
を
配
置
し
、
西
部
地
域
の
消
防
防
災
の
拠
点
と
し

て
、
物
部
営
農
指
導
セ
ン
タ
ー
西
側
に
隣
接
し
た
市
の
土
地
に
整
備
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

令
和
４
年
８
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
西
部
地
域
期
日
前
投
票
所
も
含

め
、
西
部
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
利
便
性
の
向
上
が
図
れ
、
西

部
地
域
の
皆
様
は
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ　

令
和
５
年
度
に
実
施
設
計
、
令
和
６

年
度
か
ら
工
事
着
工
、
令
和
７
年
度
の

供
用
開
始
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西
部
地
区
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
を

民
政
会
　
　
本　

田　

文　

夫

Ｑ　

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
は
、
感
染
症
、
物
価
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
対

策
の
一
部
を
政
策
に
残
し
つ
つ
も
、
第
６
次
綾
部
市
総
合
計
画
前
期
計

画
の
折
り
返
し
の
年
と
し
て
、
計
画
に
上
げ
た
施
策
を
確
実
に
実
施
し

て
い
く
と
共
に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
未
来

に
向
か
っ
て
、
か
じ
を
切
る
予
算
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
視
点
を
踏

ま
え
て
、
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

第
６
次
綾
部
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
多
く
の
施
策
を
確
実
に
実
施

し
て
い
く
た
め
に
打
ち
立
て
た
主
要
５
項
目
と
し
て
、
①
子
育
て
と

教
育
を
応
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面

で
、
新
た
に
多
様
な
施
策
を
積
極
的
に
推
進
。
②
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
行
政
の
効
率
化
と
市
民
生
活
の
利

便
性
の
向
上
を
目
指
す
取
組
。
③
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
。
④
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
て

き
た
自
然
災
害
や
感
染
症
を
教
訓
と
し
た
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
。
⑤
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
田
園
回
帰
の
風
を
受
け
新
た
な
田
舎

暮
ら
し
の
実
現
を
推
進
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
物
価
高

騰
、
感
染
症
予
防
対
策
に
も
対
応
で
き
る
予
算
を
編
成
し
た
。

Ｑ　

西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
う
、
集
落
支
援
員
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
の
配
置
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

Ａ　

集
落
支
援
員
と
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
の
設
置
を
検
討
し
て

お
り
、
地
域
住
民
の
健
康
や
暮
ら
し
に

寄
り
添
う
こ
と
で
、
地
域
の
安
心
に
つ

な
が
る
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

夢
や
希
望
を
紡
ぐ
予
算
に
つ
い
て
問
う

創
政
会
　
　
柳　

原　

秀　

一

市政を問う
代 表 質 問  ・ 一 般 質 問

代表質問



9

３月７日から９日の３日間にわたって16人の議員が市政全般について質問を行いました。なお、
７日は各会派の代表４人が質問を行いました。ここでは代表質問と一般質問の要旨を掲載します。 

（掲載は登壇順）

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
５
類
移
行
に
よ
り
、
対
策
は
縮
小
さ

れ
、
中
小
企
業
や
事
業
所
、
医
療
機
関
、
介
護
施
設
等
が
経
営
困
難
に
な

り
経
済
は
ま
す
ま
す
疲
弊
す
る
の
で
は
な
い
か
。
医
療
や
福
祉
、
教
育

分
野
で
行
わ
れ
て
き
た
コ
ロ
ナ
対
策
は
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ　

国
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
政
策
や
医
療
措

置
等
を
見
直
す
た
め
議
論
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。
国
の
方
針
が
示

さ
れ
、
府
の
対
策
本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
る
予
定
。
国
・
府
の
動
き
に

呼
応
し
て
、
市
対
策
本
部
会
議
を
開
催
し
、
医
療
福
祉
等
各
分
野
の
今

後
の
具
体
的
な
取
組
を
協
議
す
る
。

Ｑ　

市
民
に
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
報
告

で
、
８
割
の
方
が
生
活
状
況
は
厳
し
く
生
活
保
護
利
用
に
は
至
ら

な
い
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
生
活
困
窮
状
態
で
あ
る
と
答
え
て
い

る
。
エ
ア
コ
ン
は
つ
け
な
い
、
10
円
で
も
安
い
物
を
、
入
浴
は
２
日

に
１
回
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
記
述
も
多
く
届
い
て
い
る
。
市
民
応

援
の
施
策
や
支
援
拡
充
の
考
え
は
。

Ａ　

必
要
に
応
じ
て
市
独
自
の
緊
急
経
済
対
策
会
議
を
開
催
す
る
予
定
。

新
年
度
予
算
で
、
保
育
所
、
学
校
給
食
一
食
あ
た
り
50
円
の
支
援
、
保

育
所
等
使
用
済
み
紙
お
む
つ
処
分
費
用
支
援
な
ど
、
新
た
な
事
業
で

市
民
生
活
を
支
え
る
。
生
活
困
窮
世
帯
へ
は
、
社
協
と
連
携
し
な
が
ら

必
要
な
支
援
を
継
続
す
る
。
中
小
事
業
者
へ
は
、
府
の
融
資
制
度
利
用

者
に
信
用
保
証
料
一
部
補
助
を
創
設
。

財
源
確
保
し
な
が
ら
必
要
な
支
援
に

努
め
る
。

Ｑ　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
達
成
の
た

め
の
調
査
結
果
、
目
標
は
。

Ａ　

現
在
、
調
査
結
果
の
最
終
取
り
ま
と

め
中
。
省
エ
ネ
推
進
策
と
再
エ
ネ
導

入
推
進
策
を
中
心
に
ま
と
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
縮
小
に
よ
る
影
響
は

日
本
共
産
党
　
　
井
田　

佳
代
子

Ｑ　

令
和
５
年
度
予
算
で
は
、
市
民
の
所
得
は
回
復
傾
向
で
個
人
市
民
税

の
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
物
価
が
値
上
が
り
し
、
今
後

も
家
計
が
苦
し
く
な
る
と
感
じ
て
い
る
市
民
は
多
い
。
小
規
模
事
業

者
も
非
常
に
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
。
12
月
議
会
で
下
水
道
料
金

の
値
上
げ
の
条
例
改
正
に
伴
い
、「
低
所
得
世
帯
を
は
じ
め
子
育
て
世

帯
、
障
害
者
等
に
対
す
る
配
慮
を
行
う
こ
と
」
と
の
附
帯
決
議
を
議
会

と
し
て
可
決
し
た
。
生
活
困
窮
者
等
を
対
象
と
し
た
下
水
道
使
用
料

の
減
免
制
度
の
検
討
は
。

Ａ　

生
活
困
窮
者
に
対
し
て
は
、
下
水
道
使
用
料
の
み
で
救
済
措
置
を

行
う
の
で
は
な
く
、
行
政
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。
令
和

５
年
度
予
算
に
は
、
保
育
所
等
の
副
食
費
や
小
中
学
校
の
給
食
費
の
軽

減
、
生
後
６
か
月
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
一
部
助
成
、
低
所
得
世
帯
を
対
象
と
し
た
下
水
道
の
接
続
に
対
す

る
支
援
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
低
所
得
世
帯
を
は
じ
め
子
育
て
世
帯

な
ど
に
向
け
た
新
た
な
施
策
を
行
う
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ　

小
規
模
特
認
校
と
は
、
小
規
模
校
で
自
然
環
境
や
地
域
住
民
と
の

交
流
な
ど
特
色
あ
る
学
校
運
営
を
行
い
、
市
内
の
学
校
か
ら
の
通
学

を
認
め
る
こ
と
で
統
廃
合
に
よ
ら
な
い
学
校
規
模
の
適
正
化
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
。
今
後
の
学
校
適
正
配
置
の
検
討
に
お
い
て
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
加
え
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

小
規
模
特
認
校
に
も
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
学
校
の
地
域

に
お
け
る
役
割
は
大
き
く
、
今
後
、
学

校
の
適
正
配
置
を
検
討
す
る
中
で
小

規
模
特
認
校
制
度
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
共
に

考
え
て
い
き
た
い
。

下
水
道
減
免
、
小
規
模
特
認
校
検
討
を

み
ら
い
の
あ
や
べ
　
　
中
島　

祐
子

　ＱＲコードを読み取ると、一般質問の録画映像がご覧いただけます。
QR コードからアクセス

代表質問



人口問題を問う

Ｑ　

昭
和
25
年
に

は
５
％
に
満
た
な

か
っ
た
全
国
の
高

齢
化
率
が
、
令
和
元

年
度
に
は
28
・
４
％

と
急
速
に
進
ん
で

き
た
。
綾
部
市
で

は
全
国
平
均
を
約

10
％
上
回
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
移
住
対
策
に
取
り
組
み
成
果
を
上
げ

て
来
ら
れ
た
が
、
今
後
は
移
住
対
策
だ
け
で
は

な
く
若
い
人
た
ち
へ
の
就
業
援
助
や
結
婚
、
出

産
、
子
育
て
に
対
す
る
支
援
が
必
要
に
な
る
と

考
え
る
。
特
に
周
辺
地
域
の
減
少
が
目
立
つ
が
、

市
長
は
ブ
ド
ウ
の
房
に
例
え
、
ク
ラ
ス
タ
ー
戦

略
を
以
前
か
ら
唱
え
て
い
る
。
人
口
バ
ラ
ン
ス

を
含
め
今
後
の
対
策
は
。

Ａ　

就
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
毎
月
市
役
所
で
北

京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

し
、
２
月
10
日
に
は
面
接
会
を
開
催
し
た
。
ま

た
、
婚
活
に
つ
い
て
は
市
が
直
接
婚
活
活
動
を

行
う
の
で
は
な
く
、
実
施
す
る
団
体
に
対
し
支

援
し
て
い
る
。
３
月
議
会
に
も
子
育
て
支
援
充

実
の
た
め
、
様
々
な
施
策
を
上
程
し
た
。
周
辺
地

域
の
人
口
対
策
に
は
、
行
政
の
取
り
組
み
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
ど
う
す
る
べ

き
か
、
な
に
が
出
来
る
か
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
危
機
感
を
共
有
出
来
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

周
辺
集
落
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
活
性
化
策
や
定
住

促
進
策
の
展
開
を
共
に
考
え
進
め
て
行
く
。

創政会　　渡　辺　弘　造

里山交流研修センターの取組は

Ｑ　

里
山
交
流
研

修
セ
ン
タ
ー
は
、
施

設
の
建
て
替
え
工

事
と
コ
ロ
ナ
禍
で

様
々
な
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
地
域

の
活
性
化
な
ど
、
事

業
運
営
に
大
変
な

努
力
を
さ
れ
て
き
た
と
考
え
る
が
、
令
和
４
年

度
の
事
業
の
実
施
状
況
は
。

Ａ　

令
和
４
年
度
は
、
交
流
事
業
と
し
て
、
農
家
民

宿
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
、
小
畑
城
跡
の
整
備
事
業

な
ど
、
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
情

報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
里

山
交
流
大
学
で
は
、
東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連

携
し
、
里
山
生
活
を
テ
ー
マ
に
農
家
民
宿
を
活

用
し
た
宿
泊
型
の
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
首

都
圏
と
の
交
流
事
業
も
再
開
で
き
た
。

Ｑ　

今
回
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
は
注
目
の
一
つ
で
、
そ
こ
で
の
農
村

都
市
交
流
に
も
期
待
し
て
い
る
。
施
設
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
事
業
に
も
取
り
組
め

る
と
考
え
る
が
、
関
係
人
口
の
拡
大
に
向
け
た

新
た
な
取
組
は
。

Ａ　

大
学
、
企
業
連
携
の
更
な
る
拡
大
を
図
る
と

共
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
取
り
組
む
ほ
か
、

農
家
民
宿
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
豊
か

な
里
山
の
生
活
に
触
れ
ら
れ
る
農
村
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
造
成
な
ど
、
新
た
な
事
業
を
展
開
予

定
。
更
に
、
森
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
、
教
育

体
験
旅
行
の
受
入
れ
や
、
ジ
ビ
エ
を
活
用
し
た

集
客
事
業
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
、
関
係
人
口

の
拡
大
と
定
住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

創政会　　後　藤　　光
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一般質問

憲法第九条と平和の歩みを問う

Ｑ　

戦
争
と
全
て

の
暴
力
を
否
定
し

た
世
界
連
邦
都
市

宣
言
は
、
市
の
全
施

策
の
土
台
か
。

Ａ　

基
本
的
に
は
、

そ
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
。

Ｑ　

本
市
72
年
の
平
和
の
歩
み
か
ら
、
今
日
的
に

受
け
継
ぐ
核
心
は
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
精
神

と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

Ａ　

日
本
国
憲
法
第
九
条
の
戦
争
放
棄
の
宣
言
が

根
底
に
あ
る
。
そ
の
精
神
に
つ
い
て
は
、
引
継
い

で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
。

Ｑ　

予
算
案
に
あ
る
保
育
園
等
や
小
中
学
校
の
給

食
費
一
部
補
助
事
業
は
、
循
環
型
地
域
経
済
に

も
貢
献
し
得
る
と
考
え
る
。
拡
充
の
考
え
は
。

Ａ　

拡
充
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
は
喜
ば
し
い
が
、
子
育
て
環
境
の
観
点
と
持

続
的
な
財
政
運
営
の
観
点
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
慎

重
に
検
討
す
べ
き
問
題
と
考
え
る
。

Ｑ　

小
中
学
校
教
職
員
の
超
過
勤
務
の
背
景
は
。

Ａ　

共
通
し
て
授
業
準
備
時
間
の
確
保
の
難
し
さ

が
あ
る
。
ま
た
、
生
徒
指
導
上
の
課
題
、
支
援
が

必
要
な
児
童
生
徒
の
対
応
、
保
護
者
や
地
域
の

対
応
、
事
務
事
業
な
ど
、
負
担
は
大
き
く
質
的
に

も
量
的
に
も
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

教
職
員
が
心
身
共
に
健
康
で
教
育
実
践
で
き

る
よ
う
に
、
市
の
責
任
で
安
全
衛
生
委
員
会
を

確
立
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

50
人
以
上
の
事
業
所
を
対
象
と
し
た
安
全
衛

生
法
の
規
定
に
満
た
な
い
た
め
、
今
の
と
こ
ろ

設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

日本共産党　 塚　﨑　泰　史



婚活支援の前に恋活導入の考えは

Ｑ　

市
に
お
い
て
、

婚
活
支
援
に
関
す

る
補
助
金
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
補
助

金
の
条
件
や
過
去

の
取
組
、
他
の
市
町

村
の
状
況
は
。

Ａ　

市
で
は
近
隣

市
に
先
駆
け
て
婚
活
支
援
事
業
の
補
助
金
を
導

入
し
て
い
る
。
18
歳
以
上
の
独
身
男
女
を
対
象

に
20
人
以
上
募
集
し
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
が

市
民
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
出

会
い
の
場
や
結
婚
を
推
進
す
る
事
業
に
対
し
て

補
助
金
を
支
給
す
る
。
補
助
金
の
額
は
１
回
当

た
り
の
上
限
が
10
万
円
で
、
年
間
補
助
額
の
上

限
は
１
団
体
当
た
り
25
万
円
と
し
て
い
る
。
過

去
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
以

降
に
11
件
の
婚
活
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
な
お
、

近
隣
市
で
は
、
同
様
の
補
助
金
は
導
入
さ
れ
て

い
な
い
。

Ｑ　

結
婚
を
前
提
と
し
た
活
動
で
あ
る
婚
活

に
お
い
て
、
女
性
が
男
性
に
求
め
る
年
収
が

３
０
０
万
円
以
上
と
い
う
厳
し
い
数
字
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
婚
活
イ
ベ
ン

ト
で
は
中
身
を
見
ず
に
単
純
な
告
白
の
場
と
化

し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
今
後
、
募
集
人
数
や
告

白
の
仕
組
み
を
変
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
ド
レ
ス
や
電

話
番
号
交
換
を
通
じ
て
お
互
い
を
知
り
合
う
機

会
を
増
や
す
こ
と
で
、
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
。

Ａ　

今
後
も
こ
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
婚
活
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

民政会　　藤　岡　康　治

森林環境譲与税の有効な活用とは

Ｑ　

こ
れ
ま
で
徴

収
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
森
林
環
境

税
は
、
令
和
６
年

度
か
ら
、
国
税
と

し
て
一
人
年
額
１
，

０
０
０
円
が
賦
課

徴
収
さ
れ
る
。
こ

れ
に
よ
り
多
く
の
関
心
が
集
ま
り
、
森
林
整
備

の
新
た
な
知
恵
が
方
々
か
ら
出
て
く
る
可
能
性

が
あ
り
、
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
健
全
な
森

林
の
整
備
、
保
全
が
再
び
息
を
吹
き
返
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
と
従
来
の

予
算
事
業
に
よ
る
既
存
施
策
の
双
方
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
間
伐
、
人
材
育
成
、
担
い
手
の
確
保
、

市
内
産
木
材
利
用
な
ど
の
一
層
の
促
進
を
図
る

チ
ャ
ン
ス
到
来
と
捉
え
、
現
在
、
５
，
０
０
０
万

円
を
超
え
る
規
模
と
な
っ
た
基
金
を
有
効
に
活

用
す
る
べ
く
、
次
年
度
以
降
、
予
定
さ
れ
て
い
る

新
た
な
計
画
は
。

Ａ　

市
内
産
木
材
を
中
心
と
し
た
地
域
材
の
活
用

は
、
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
と
い
う
森
林
整

備
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
ま
で
積
立
て
て
き
た
基

金
は
、
公
共
施
設
の
木
造
化
や
木
質
化
に
活
用

す
る
。
令
和
５
年
度
は
駅
北
の
複
合
施
設
で
、
市

内
産
木
材
を
中
心
に
、
壁
面
の
装
飾
柱
、
カ
ウ
ン

タ
ー
な
ど
来
館
者
が
見
て
、
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
部
分
に
使
用
し
、
木
に
対
す
る
親
し
み
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
整
備
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
今
後
も
市
内
産
木
材
を
中
心
と

し
た
地
域
材
の
活
用
で
、
木
造
化
や
木
質
化
を

図
り
、
循
環
す
る
森
林
整
備
、
循
環
型
林
業
に
つ

な
げ
て
い
く
。

創政会　　梅　原　哲　史

有害鳥獣問題について問う

Ｑ　

年
々
、
対
策
は

強
化
し
て
き
た
が
、

イ
ノ
シ
シ
、
鹿
の
被

害
は
ひ
ど
く
な
る

ば
か
り
。
近
年
の

侵
入
防
止
柵
の
設

置
状
況
及
び
平
成

23
年
度
に
設
置
さ

れ
た
、
電
気
柵
か
ら
メ
ッ
シ
ュ
柵
へ
の
更
新
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

近
年
の
侵
入
防
止
柵
の
設
置
状
況
は
、
令
和

２
年
度
17
団
体
、
令
和
３
年
度
29
団
体
、
令
和
４

年
度
21
団
体
で
、
平
成
23
年
度
に
設
置
さ
れ
、
耐

用
年
数
を
迎
え
た
電
気
柵
の
更
新
は
、
78
団
体

が
完
了
し
、
令
和
５
年
度
は
２
団
体
を
予
定
し

て
い
る
。
な
お
、
耐
用
年
数
を
迎
え
て
も
、
直
ち

に
更
新
が
必
要
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
補
修

を
行
う
な
ど
き
め
細
や
か
な
維
持
管
理
を
さ
れ

な
が
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

狩
猟
免
許
や
猟
銃
取
得
の
補
助
を
さ
れ
て
い

る
が
、
猟
友
会
の
方
だ
け
に
頼
る
の
も
限
界
が

あ
る
。
国
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
の

捕
獲
サ
ポ
ー
ト
体
制
構
築
強
化
を
支
援
す
る
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

Ａ　

国
に
お
い
て
は
、
捕
獲
体
制
を
強
化
し
て
い

く
た
め
、
捕
獲
サ
ポ
ー
ト
体
制
構
築
の
支
援
が

令
和
３
年
度
か
ら
つ
け
加
え
ら
れ
た
。
本
市
と

し
て
も
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
員
と
地
域
住
民
、
ま

た
、
農
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
有
害
鳥
獣
捕
獲

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
大
変

有
効
な
手
段
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
国
の
支
援

事
業
の
活
用
も
含
め
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

みらいのあやべ　 河北　ひさ子
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健康診断とがん検診について問う

Ｑ　

健
康
診
断
の

目
的
は
、
死
亡
原
因

の
上
位
で
あ
る
が

ん
の
早
期
発
見
及

び
心
血
管
疾
患
の

予
防
で
あ
り
、
が
ん

を
含
め
た
罹
り
や

す
い
病
気
の
危
険

因
子
の
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
る
。
健
康
診
断
等
の
検

診
率
向
上
に
向
け
た
取
組
は
。

Ａ　

検
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け
て
、
広
報
ね
っ

と
や
ラ
イ
ン
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
る
広
報
、

あ
や
バ
ス
等
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
に
加
え

て
、
受
診
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
と
し
て
、
集

団
検
診
の
休
日
実
施
、
託
児
所
の
設
置
、
特
定

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
検
診
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
申
込
受
付

方
法
、
受
診
勧
奨
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
回
数
な
ど

の
検
証
を
行
い
、
ウ
ェ
ブ
申
込
み
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
用
い
て
受
診
し
や

す
く
、
検
診
の
重
要
性
を
理
解
い
た
だ
け
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ　

が
ん
は
２
人
に
１
人
が
罹
患
す
る
病
気
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
健
康
診
断
や
が
ん
検
診
に
よ

り
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
治
る
。
し
か
し
、

治
療
を
行
う
上
で
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
負

担
が
あ
り
、
が
ん
治
療
に
伴
い
外
見
の
変
化
も

起
こ
る
。
が
ん
患
者
へ
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
（
外

見
）
支
援
に
対
す
る
本
市
の
見
解
は
。

Ａ　

本
市
で
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
や
帽
子
、
乳
房
補
整
下

着
な
ど
を
購
入
す
る
費
用
の
補
助
制
度
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
今
後
情
報
を
集
め
る
な
ど
し
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

公明党　　渡辺　小百合

５類移行後も十分な支援を

Ｑ　

医
療
・
介
護
・

福
祉
・
保
育
・
学
校
・

放
課
後
学
級
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
感
染
の
状

況
は
。

Ａ　

第
８
波
時
は
、

各
施
設
と
も
感
染
者
が
増
え
た
。
現
在
は
、
大
幅

に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
収
束
し
て
い
な
い
中
で
、
５
類
移
行

後
は
施
設
の
感
染
対
策
物
品
等
の
支
援
は
ど
う

か
。

Ａ　

令
和
５
年
度
も
国
の
支
援
事
業
を
活
用
し
予

算
化
す
る
。
消
毒
液
や
衛
生
物
品
の
提
供
の
支

援
は
継
続
す
る
。

Ｑ　

府
の
医
療
子
育
て
支
援
医
療
制
度
の
拡
充
に

よ
り
、
本
市
の
18
歳
ま
で
の
拡
充
の
見
解
は
。

Ａ　

府
が
３
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
通
院
に
つ
い

て
拡
充
、
市
の
財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
の
で
、

子
育
て
支
援
策
に
活
用
し
た
。
市
の
子
育
て
支

援
医
療
制
度
拡
充
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
府
や

他
市
町
村
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

Ｑ　

市
の
４
割
以
上
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
は
。
手
当
に
よ
り
、
収
入
は
増
え
る
が
一

時
的
な
た
め
、
基
本
賃
金
を
上
げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
移
行
時
か
ら
処

遇
改
善
を
図
っ
て
き
た
が
、
扶
養
の
範
囲
内
を

希
望
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
今
後
も
、
国
の
基
準

に
基
づ
い
て
適
正
に
対
応
す
る
。

日本共産党　 吉　崎　篤　子

少子化の中で市内小中学校再編は

Ｑ　

出
生
数
の
減

少
に
よ
り
市
内
小

中
学
校
の
児
童
・

生
徒
が
更
に
減
少

す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
が
、
教
育
委

員
会
で
は
６
、７
年

後
を
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
お
ら
れ
る
の
か
。

Ａ　

市
内
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
数
は
、
令

和
４
年
５
月
１
日
現
在
で
は
、
小
学
校
の
児
童

数
が
１
，
３
７
８
人
、
中
学
校
生
徒
数
７
５
２

人
、
６
年
後
の
令
和
10
年
度
の
見
込
み
は
、
小
学

校
児
童
数
が
１
，
２
１
４
人
で
約
12
パ
ー
セ
ン

ト
減
、
生
徒
数
は
６
３
０
人
で
約
16
パ
ー
セ
ン

ト
減
と
な
る
見
込
み
だ
。
ま
た
、
令
和
10
年
度
に

は
小
学
校
で
は
10
校
中
５
校
、
中
学
校
で
は
６

校
中
１
校
に
お
い
て
複
式
学
級
を
編
成
す
る
見

込
み
で
あ
り
、
学
校
の
小
規
模
化
が
さ
ら
に
進

行
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

Ｑ　

将
来
を
し
っ
か
り
と
見
通
し
て
、
学
校
を
再

編
し
、
学
区
内
は
通
学
バ
ス
を
配
備
し
て
一
定

の
固
ま
り
の
あ
る
設
備
の
整
っ
た
小
中
学
校
へ

統
合
整
備
し
て
い
く
こ
と
も
将
来
必
要
で
は
な

い
か
。
行
政
・
教
育
委
員
会
と
し
て
ベ
タ
ー
な

選
択
を
市
民
に
提
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

Ａ　

児
童
・
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
で
、
集
団
で

の
学
び
な
ど
、
学
校
教
育
の
目
的
を
果
た
す
こ

と
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
声
を
聴
き
共
に
考
え
て
い
き
た
い
。

民政会　　安　藤　和　明
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市民プール改修事業について問う

Ｑ　

昨
年
の
６
月

議
会
で
、
市
民
プ
ー

ル
は
昭
和
46
年
７

月
に
建
設
さ
れ
、
51

年
経
過
し
て
い
て

老
朽
化
が
著
し
い
。

せ
め
て
更
衣
室
に

換
気
扇
を
付
け
、

ロ
ッ
カ
ー
を
入
れ
替
え
て
い
た
だ
け
な
い
か
と

要
望
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
予
算
で
巨
額
の
予
算

を
組
ん
で
い
た
だ
い
た
。
こ
の
整
備
内
容
の
詳

細
は
。

Ａ　

根
幹
と
な
る
濾
過
器
３
台
の
更
新
、
50
ｍ

プ
ー
ル
の
循
環
配
管
の
改
修
、
50
ｍ
・
25
ｍ
・

幼
児
用
プ
ー
ル
の
プ
ー
ル
槽
及
び
プ
ー
ル
サ
イ

ド
の
シ
ー
ト
の
張
替
え
、
更
衣
室
へ
の
換
気
扇

及
び
照
明
の
設
置
、
ト
イ
レ
の
一
部
洋
式
化
、
更

衣
室
の
ロ
ッ
カ
ー
、
管
理
棟
内
の
備
品
の
更
新

を
予
定
し
て
い
る
。
財
源
に
は
有
利
な
過
疎
対

策
事
業
債
を
活
用
す
る
。

Ｑ　

市
民
プ
ー
ル
は
中
筋
小
学
校
の
児
童
達
、
中

筋
幼
児
園
の
園
児
達
も
６
月
頃
か
ら
水
泳
授
業

等
で
利
用
し
て
い
る
。
工
事
期
間
は
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。

Ａ　

令
和
５
年
度
の
市
民
プ
ー
ル
営
業
終
了
後
の

９
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
夏
か
ら
供
用
開
始
を
目
指
す
。

Ｑ　

障
害
児
を
も
つ
保
護
者
の
方
か
ら
の
要
望
だ

が
、
車
椅
子
と
大
人
が
入
れ
る
広
さ
の
多
目
的

室
を
１
つ
設
置
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

Ａ　

新
た
に
多
目
的
室
を
設
置
す
る
の
は
困
難
だ

が
、
現
在
の
更
衣
室
の
形
状
変
更
で
対
応
す
る

な
ど
、
設
計
の
段
階
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

創政会　　松　本　幸　子

綾部に合った部活動の地域移行を

Ｑ　

部
活
動
の
地

域
移
行
は
、
令
和
４

年
６
月
に
公
立
中

学
校
の
部
活
動
に

つ
い
て
、
休
日
の
活

動
か
ら
地
域
や
外

部
へ
移
行
す
る
こ

と
を
提
言
さ
れ
文

化
系
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
同
様
の
動
き
を
と
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
令
和
５
年
度
当
初
予
算

に
部
活
動
地
域
移
行
に
関
す
る
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

Ａ　

協
議
会
を
設
置
し
、
活
動
の
実
施
主
体
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
具
体
的
な
検
討
を
開
始
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
団
体
、
学
校
関
係
者
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
、
教
育
委
員
会
等

を
想
定
し
て
お
り
本
市
に
合
っ
た
地
域
移
行
の

体
制
や
方
法
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

中
学
時
代
か
ら
部
活
動
を
通
し
て
様
々
な
こ

と
を
経
験
し
て
き
た
者
と
し
て
、
今
の
生
徒
や

未
来
の
子
ど
も
達
に
も
、
部
活
動
を
通
し
て
大

き
く
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
を

持
っ
て
い
る
、
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

は
賛
否
両
論
、
様
々
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
が
、

教
育
長
の
御
所
見
は
。

Ａ　

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
は
楽
し
さ
、
喜
び
を
感

じ
る
こ
と
に
本
質
が
あ
り
、
生
徒
が
多
様
な
体

験
を
す
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
も
部
活
動

の
地
域
移
行
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
協

議
会
に
お
い
て
、
関
係
各
所
か
ら
の
意
見
を
も

と
に
協
議
を
重
ね
、
綾
部
ス
タ
イ
ル
で
の
地
域

移
行
を
進
め
て
い
き
た
い
。

民政会　　片　岡　英　晃

府北部地域の要約筆記者の充実を

Ｑ　

京
都
府
中
途

失
聴
・
難
聴
者
協

会
綾
部
支
部
が
設

立
40
周
年
を
迎
え

た
が
、
連
携
す
る
要

約
筆
記
サ
ー
ク
ル

み
み
ず
く
も
、
今

年
６
月
に
設
立
40

周
年
を
迎
え
る
。
要
約
筆
記
は
聴
覚
障
害
の
あ

る
人
に
は
有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

で
、
本
市
は
要
約
筆
記
者
養
成
前
期
講
座
を
実

施
し
て
い
る
が
、
近
年
の
受
講
状
況
は
。

Ａ　

令
和
２
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で
の
３
年
間
で

19
名
の
方
が
受
講
さ
れ
た
。
前
期
受
講
後
に
後

期
を
受
講
し
て
合
格
さ
れ
た
の
は
平
成
30
年
度

と
令
和
元
年
度
に
各
１
人
と
い
う
状
況
。

Ｑ　

要
約
筆
記
に
は
手
書
き
と
パ
ソ
コ
ン
の
２
つ

が
あ
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
の
講
座
は
京

都
市
や
城
陽
市
で
の
受
講
が
必
要
。
本
市
に
お

い
て
は
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
者
が
不
足
し
て
い

る
状
況
だ
が
、
今
後
は
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
の

需
要
も
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
府
北
部
で
の

講
座
実
施
も
必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

Ａ　

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
は
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
と
文
字
入
力
速
度
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
難
易

度
が
高
い
。
講
座
に
つ
い
て
も
手
書
き
よ
り
受

講
希
望
者
が
少
な
い
状
況
で
あ
り
、
府
北
部
で

は
複
数
人
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
の
実
技
が
難
し

い
傾
向
に
あ
る
。
今
後
、
受
講
希
望
者
が
受
講
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
に
府
と
連
携
を
図

り
た
い
。
手
書
き
要
約
筆
記
者
の
活
動
環
境
を

整
え
る
と
共
に
、
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
者
の
養

成
の
た
め
に
働
き
か
け
を
行
い
た
い
。

民政会　　酒　井　裕　史
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　毎年３月定例会に開催していました日曜議会の代表質問は令和５年３月定例会から見直し平日
に開催しました。議場で傍聴できるだけでなく、 パソコンやスマホからも視聴できますのでぜひご覧
ください。 ３月定例会では令和５年度当初予算等を、 予算決算委員会にて慎重審議を行い、 可決

したところです。 市議会といたしましても夢や希望を紡ぐ予算として、 各事業が適正に執行されているか、 しっかりとチェック機能
を果たしてまいります。 また、 より多くの市民の皆様のご意見ご要望などをお聞かせいただくためには、 どのような広聴活動をして
いけばよいか検討を重ねているところです。
　今後も、皆様に親しまれる議会だよりとなるよう努めてまいります。 ご意見ご要望がありましたらお聞かせください。

編集／広報広聴委員会
◎松本幸子　○中島祐子　後藤光　渡辺小百合　塚﨑泰史　酒井裕史　片岡英晃　高橋輝　（◎委員長　○副委員長）
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